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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、確率モデルとそれに基づく統計手法を、欠損値を伴う社会調査デー
タ解析へ応用することにより、新たな社会学的知見を得たことにある。研究期間には第一に、欠損値を伴う縦断
調査データを扱う際のモデルの適切なパラメータ推定について検討した。第二に、手法の改善とその有効性の検
証のため、検討したモデルを社会調査データに応用し、直接観測されない変数（潜在変数）の時間的な移行過程
の分析を行った。

研究成果の概要（英文）：During the past four years, the project focused on applying stochastic model
 to analyzing sociological data, especially longitudinal data, with missing values. We obtained new 
sociological findings by applying some stochastic models. The main results are:
1) First, we considered appropriate parameter estimation for models when dealing with longitudinal 
survey data with missing values. We propose a hidden Markov model to analyze longitudinal data. 
Parameters of the latent model are: Initial and transition probabilities are parameterized according
 to a multinomial logit model. Model inference is carried out through maximum likelihood with the 
Expectation-Maximization algorithm.
2) Second, in order to improve the method and verify its effectiveness, we applied the model to 
social survey data and analyzed the transition process of variables (latent variables) that are not 
directly observed.

研究分野： 社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年の調査データの統計解析技法の顕著な発展に比して、欠損・欠測を含む社会調査データへの対処手法はあま
り注意が払われてこなかった。本研究の成果は推定バイアスを回避するための技法上の洗練という点で重要な学
術的意義を持つ。また、学際的・国際的な共同研究を進め議論を深めることを通じて、日本の社会意識態度のパ
ターン分類とその規定構造や主観的幸福感の経時的変化を明らかにしたことが社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 さまざまな意思決定にエビデンスが重要視されるこんにち、種々の社会学的現象の理解のた
めには質の高い社会調査データを適切に分析することがいっそう求められている。他方で、調
査環境をめぐる近年の変化は調査実施の困難や回答拒否傾向などを高め、欠損値への対処をは
じめとした社会調査データのより洗練された分析技法の必要性・重要性が高まっている。本研
究もその 1 つとなるという意義を持っている。社会学的研究でのデータ分析において欠損値（ユ
ニット非回答・項目非回答）が分析結果にもたらす影響を検討した研究は比較的新しく、加え
て応用研究は少ない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は欠損値を含む社会調査データに適切に対処する手法を考案し適切にデータ分析に応
用することを通して、社会調査データのよりよい活用と分析結果の精度の維持・向上、ひいて
は現代の社会学的課題に対してより深い社会学的インプリケーションを導くことに寄与するこ
とを目的とした。具体的には、過去数年間に進めてきた欠損値を含む社会調査データ分析のた
めの新しい手法研究をさらに拡張し、手法の改善とその有効性の検証を推進することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、統計モデル開発に精通した海外の研究協力者との共同研究により推進することか
ら、研究代表者が責任を持って研究を遂行することとあわせて、研究メンバーが責任を持って
研究遂行しつつ、日常的には電子メールやオンライン会議による情報の共有を図り、年に数回
の対面での研究会や学会参加を通じて本格的・集中的な議論を行う予定であった。しかし、新
型コロナ感染の影響により当初予定していた研究会や海外出張が実施できない時期もあり計画
の変更を伴うものであった。とはいえオンライン会議などを併用しながら研究を遂行した。研
究は、コロナ禍の制限による期間の延長(1 年)を含め、2020～2023 年度にわたり進められた。 
 
[2020 年度] コロナ禍により当初予定していた研究会や海外出張が不可能となったため、スカ
イプなどを使ったオンラインミーティング、サーバを用いた資料共有などを実施する形に替え、
研究協力者との意見交換を行うことができた。オンライン研究会の開催を通じて、最新の統計
分析に関する情報収集と課題の整理・検討を行った。2020 年度は長期にわたり研究室への立ち
入り機会が制限されたため、インターネット通信環境を整備しオンライン会議での打ち合わせ
や討論をスムーズに行えるよう PC 周辺機器等を購入した。 
 
[2021 年度] コロナ禍のため引き続き渡航制限などにより、予定していた研究会や学会参加が
行えなかったが、スカイプなどを使ったオンラインミーティング、サーバを用いた資料共有な
どを実施する形に替え、研究協力者との意見交換を行うことができた。主として、(1) 直接観
測されない変数（潜在変数）の時間的な移行過程の分析、(2) パネル調査データを用いた、パ
ンデミック下のジェンダー不平等についての分析、を推進した。 
 
[2022 年度] 渡航制限が緩和されたことから、対面の研究会を実施し、共同研究者との議論や
情報交換を推進した。また国際学会に参加し、他の研究者と情報交換や研究交流を行った。加
えて、国際学会において研究成果を発表し、多くの有益なフィードバックをもとに研究の改善
を行った。 
 第 1 回研究会（対面） 2022 年 4 月 欠損値のある縦断データの解析に関する研究課題の整
理と国際学会 ECDA2022 大会にむけた打合せ 
 第 2 回研究会（対面） 2022 年 7 月  欠損値のある縦断データの解析に関する研究成果のと
りまとめと国際学会 ECDA2022 大会にむけた打合せ 
 第 3 回研究会（対面） 2022 年 9 月  国際学会 ECDA2022 大会の発表打合せと成果発表 
 第 4 回研究会（対面） 2023 年 3 月  国際学会 ECDA2022 大会の成果公刊にむけた打合せ 
 
[2023 年度] 2022 年度以前にあったコロナ禍による種々の移動の制限も緩和されたため、海外
共同研究者と本格的・集中的な議論を行うことができた。2022 年度に国際学会において報告し
た成果を、さらにフィードバックコメントや査読を検討しつつ改善させ英語論文として公刊に
結実させた。 
 第 1 回研究会（対面） 2023 年 9 月 欠損値のある縦断データへの手法の応用に関する課題
の整理 
 第 2 回研究会（対面） 2024 年 2 月  欠損値のある縦断データのライフコース分析の打合せ 
 
 
 



４．研究成果 
 この研究は、欠測によって生じるサンプルの偏りの補正手法を用いた推定方法の社会学的デ
ータへの応用である。共同研究者との研究推進により、直接観測されない変数（潜在変数）の
時間的な移行過程の分析、において顕著な進展が見られた。本研究期間を通じて達成した研究
成果は学会報告の形や論文などにより発表した。以下は、本研究期間を通じて達成した研究成
果のうち主なものである。 
 
(1) ランダムサンプリングに基づく社会調査において生じるユニット非回答による欠測に起
因するバイアスの補正手法を、「社会階層と社会意識研究（SSP2018)」調査データに応用した。
欠測を考慮した態度的傾向の潜在構造を分析する統計モデルとして項目反応理論の拡張モデル
の一つである多次元潜在クラス段階項目反応モデルを提案し応用した結果、異なる態度的傾向
をもつ潜在クラスである 3つのサブグループの存在を明らかにした。それらは、「権威主義的で
外部集団に不寛容で、人生に満足している」グループ、「自分の生活にはある程度満足している
が、日本社会全般にはやや不満がある平均的な」グループ、「リベラルで、自尊心は持つが自分
の人生や社会に対しては満足していない」グループの 3つである。社会学および統計学からの
アプローチにより達成されたこの研究成果は英語による論文として公表した。 
(2) 成果報告として、2022 年 9 月 14～16 日にイタリア・ナポリのフェデリコⅡ世ナポリ大学
で開催された European Conference on Data Analysis (ECDA2022) において研究発表を行った。
本研究で検討した欠損値を考慮に入れた隠れマルコフモデル (Hidden Markov Model)を、日本
全国から無作為抽出により 16 年間 14 時点にわたり収集された「くらしの好みと満足度につい
てのアンケート」調査データの分析に応用し、潜在移行分析を行った。パネル調査データの分
析から、主観的幸福感 (subjective well-being) がいかなる社会経済的および人口学的要因に
よって規定され、経時的にどのように変化するのか、またその変化にはどのような要因が関係
するのかを明らかにした。パネル調査データに新たな統計解析手法を応用することにより、先
行研究とは異なる知見あるいは先行研究の知見を異なる角度から支持する結果が得られた。具
体的には第一に、主観的幸福感の経時的変化の３つのパターンを析出し、それらは「あまり幸
福ではない」、「やや幸福」、「非常に幸福」の３つの潜在クラスである。第二に、それら３つの
パターン間での移動は 10％程度見られるものの、多くは経時的に同じ潜在クラスにとどまる。
第三に、教育が主観的に幸福感を好転させる役割を果たす。 
(3) (2)で述べた研究報告については、英語による論文としてまとめ公表した。 
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